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後醍醐天皇を支えた廷臣─ 1 ─

は
じ
め
に

　

鎌
倉
時
代
後
期
の
い
わ
ゆ
る
両
統
迭
立
期
の
朝
廷
政
治
史
は
、
古
く
は

三
浦
周
行
や
龍
粛（

（
（

の
研
究
を
嚆
矢
と
し
て
森
茂
暁
を
経
て
本
郷
和
人
や
市

沢
哲
人
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
進
展
し
て
き
た（

（
（

。

　

こ
の
時
代
の
朝
廷
政
治
の
特
徴
と
し
て
は
、
上
皇
や
天
皇
が
摂
関
家
や

上
卿
と
な
る
層
を
介
さ
ず
に
直
接
、
蔵
人
や
弁
官
を
勤
め
る
名
家
層
を
重

用
し
た
点
に
あ
る（

（
（

。
こ
の
職
事
弁
官
政
治
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
文
書
発

給
か
ら
緻
密
な
分
析
を
行
っ
た
の
が
本
郷
和
人
で
あ
る
。
本
郷
は
天
皇
と

後
醍
醐
天
皇
を
支
え
た
廷
臣

─
岡
崎
範
国
に
つ
い
て
─

野
村
朋
弘

廷
臣
と
の
人
的
関
係
性
を
視
野
に
い
れ
、
訴
訟
制
を
分
析
す
る
な
か
で
政

治
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た（

（
（

。
特
に
最
末
期
と
も
い
う
べ
き
、
花
園

天
皇
や
後
醍
醐
天
皇
が
即
位
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
覚
寺
統
内
で
も

党
派
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
か
か
る
状
況
下
で
後
醍
醐
天
皇
は
討
幕
運
動

に
傾
注
し
て
い
く
。

　

筆
者
は
学
部
生
の
と
き
、「
鎌
倉
後
期
の
持
明
院
統
と
廷
臣
」
と
題
し

て
『
花
園
天
皇
宸
記
』
の
分
析
を
通
じ
て
、
持
明
院
統
に
属
す
る
廷
臣
の

少
な
さ
を
指
摘
し
た（

（
（

。

　

ま
た
、
近
頃
発
表
さ
れ
た
京
都
の
中
世
史
を
通
史
的
に
ま
と
め
た
も
の

に
お
い
て
も
「
明
確
に
両
派
に
分
か
れ
た
公
卿
た
ち
が
い
る
一
方
で
、
後
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醍
醐
・
持
明
院
統
の
双
方
と
、
ほ
ど
ほ
ど
の
距
離
を
取
る
人
々
が
そ
れ
な

り
に
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕

運
動
に
つ
い
て
は
、
廷
臣
た
ち
の
多
く
は
あ
く
ま
で
「
日
和
見
」
で
あ
り
、

関
わ
る
人
々
は
限
ら
れ
て
い
る
。
本
郷
は
「
後
醍
醐
天
皇
の
股
肱
と
も
呼

ぶ
べ
き
は
ど
ん
な
人
々
だ
っ
た
の
か
。
危
険
を
省
み
ず
、
倒
幕
の
事
業
に

加
わ
っ
た
人
物
を
あ
げ
」
る
と
し
て（

（
（

、
花
山
院
師
賢
・
万
里
小
路
藤
房
・

同
季
房
・
三
条
公
明
・
洞
院
公
敏
・
同
実
世
・
平
成
輔
・
北
畠
具
行
・
四

条
隆
資
・
同
隆
重
・
阿
野
実
治
・
千
種
忠
顕
・
日
野
資
朝
・
同
俊
基
・
中

御
門
宗
兼
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
後
醍
醐
天
皇
の
い
わ
ば
近
臣
た
ち
は
、

訴
訟
制
の
奉
行
の
み
な
ら
ず
、
倒
幕
の
直
接
的
な
運
動
で
あ
る
合
戦
に
も

参
加
す
る
。

　

た
だ
筆
者
は
以
前
、
後
醍
醐
天
皇
の
股
肱
の
臣
の
中
で
平
成
輔
に
つ
い

て
小
論
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
平
成
輔
は
『
太
平
記
』
で
も
討
幕
運

動
を
支
え
た
忠
臣
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
成
輔
の
関
連
す
る
文
書
は
少
な
い
も

の
の
『
花
園
天
皇
宸
記
』
に
は
父
の
惟
輔
と
と
も
に
断
続
的
に
登
場
し
、

持
明
院
統
と
も
近
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
に
つ
い
て
は
、
古
記
録
・
古
文
書
双
方
と
も
少
な
く
、

史
料
的
な
制
約
を
受
け
る
。
改
め
て
当
該
期
の
朝
廷
政
治
史
を
考
え
る
と

き
、
本
郷
の
研
究
成
果
を
批
判
的
に
継
承
し
て
廷
臣
の
動
き
を
そ
れ
ぞ
れ

個
別
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

建
武
の
後
醍
醐
政
権
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
今
日
で
も
議
論
は

続
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
か
か
る
基
礎
的
な
研
究
は
決
し
て
無
駄
な

こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
平
成
輔
に
続
い
て
本
稿
で
は
史
料
の
少
な
い
岡
崎

範
国
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

一
、
岡
崎
家
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
岡
崎
家
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
岡
崎
家
は
藤
原
南
家
の
貞
嗣

の
後
裔
で
あ
る
。
南
家
と
式
家
は
大
学
頭
や
文
章
博
士
を
勤
め
る
家
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
平
安
末
期
で
は
藤
原
永
範
が
「
三
代
の
侍
読
」
と

し
て
も
著
名
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

永
範
の
孫
に
あ
た
る
の
が
茂
範
で
あ
り
、
鎌
倉
に
下
向
し
て
六
代
将
軍

の
宗
尊
親
王
の
侍
読
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
一
族
の
中
に
範
国
は
い
る
。

範
国
の
六
代
前
に
あ
た
る
範
光
は
文
章
得
業
生
か
ら
受
領
を
勤
め
、
従
二

位
権
中
納
言
に
の
ぼ
る
。
次
代
の
範
朝
は
藤
原
範
季
の
娘
を
母
と
し
、
正

二
位
中
納
言
に
の
ぼ
る
。『
尊
卑
分
脈
』
で
は
範
朝
に
「
岡
崎
」
の
家
名

が
付
さ
れ
て
い
る
。
続
く
範
氏
や
範
雄
、
範
嗣
は
従
二
位
に
の
ぼ
っ
て
い

る
も
の
の
、
特
に
廟
堂
の
な
か
で
の
動
向
は
不
明
な
こ
と
が
多
い（

（1
（

。
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父
は
文
保
二
年（
一
三
一
八
）に
右
馬
頭
を
去
り
、元
応
元
年（
一
三
一
九
）

に
正
四
位
下
に
な
っ
て
い
る
。

　

範
国
の
「
献
策
」
を
父
と
同
じ
年
齢
と
推
定
す
れ
ば
、
文
保
二
年
の
生

ま
れ
と
な
る
。
そ
の
場
合
範
嗣
は
三
十
五
才
の
子
と
な
る
。
ま
た
範
国
は

元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）
に
五
位
蔵
人
と
な
っ
て
い
る
。
五
位
蔵
人
は
宮

中
の
雑
事
を
担
当
し
、
ま
た
天
皇
の
意
を
受
け
て
綸
旨
を
発
給
す
る
重
職

で
あ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
後
鳥
羽
天
皇
か
ら
光
厳
天
皇
ま
で
の
蔵
人
頭
の
人

数
、
五
位
蔵
人
の
人
数
を
『
職
事
補
任
』
か
ら
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

【
略
系
譜
】

　

範
光
―
範
朝
―
範
氏
―
範
長
―
範
雄
―
範
嗣
―
範
国
―
範
輔
―
範
方
―

範
景

　

父
に
あ
た
る
範
嗣
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
二
月
に
従
三
位
に
叙

せ
ら
れ
、『
公
卿
補
任
』
に
尻
付
の
記
載
が
あ
る
。
本
名
は
範
忠
と
あ
り
、

徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
に
範
綱
と
改
め
、
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
に

範
嗣
を
名
乗
る
。『
系
図
纂
要
』
で
は
「
観
応
二
年
三
ノ
三
薨
、
六
十
九
」

と
あ
り
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
か
ら
逆
算
す
れ
ば
弘
安
六
年

（
一
二
八
三
）
が
生
年
と
な
る
。『
公
卿
補
任
』
の
尻
付
で
は
、
永
仁
三
年

（
一
二
九
五
）
の
十
四
才
で
文
章
生
に
補
さ
れ
、
永
仁
五
年
の
十
六
才
で

献
策
を
行
い
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
発
給
す
る
文
書
も

遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
記
録
に
も
登
場
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
。
永
仁

に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
か
ら
治
部
大
輔
と
右
馬
頭
に
任
官
し
て
い
る

も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
期
間
は
短
い
。
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
に
正
四
位
下

に
叙
せ
ら
れ
て
か
ら
、十
六
年
を
経
て
よ
う
や
く
通
貴
か
ら
貴
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
本
稿
の
対
象
と
な
る
範
国
で
あ
る
。
生
年
は
不
明
で
、
初
め
て

史
料
に
登
場
す
る
の
は
『
花
園
天
皇
宸
記
』
の
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）

正
月
五
日
条
で
あ
る（

（1
（

。叙
位
の
中
に「
従
四
位
下
藤
範
国〈
策
〉」と
あ
り
、

父
の
範
嗣
同
様
に
献
策
を
し
て
叙
位
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
但
し

表１

在位 蔵人頭 五位蔵人
後鳥羽 15 20 15
土御門 12 23 12
順徳 11 17 15
廃帝 1 2 3
後堀河 11 21 12
四条 10 18 12
後嵯峨 4 9 6
後深草 13 20 11
亀山 15 17 17
後宇多 13 19 13
伏見 11 26 17
後伏見 3 7 7
後二条 7 18 13
花園 10 31 18
後醍醐 21 35 28
光厳 2 5 6
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蔵
人
頭
は
二
人
、
五
位
と
六
位
の
蔵
人
は
あ
わ
せ
て
八
人
が
定
員
だ
っ

た
が
、
特
に
五
位
蔵
人
は
院
政
期
か
ら
三
人
が
定
員
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ

の
一
覧
で
も
分
か
る
と
お
り
、
蔵
人
頭
に
比
べ
、
五
位
蔵
人
は
補
さ
れ
る

人
数
が
少
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
の
在
位
中
、
五
位
蔵
人
は
補
任
さ
れ

る
時
期
が
長
く
、
実
務
を
担
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
蔵
人
所
は
天
皇
家

の
家
政
機
関
で
あ
り
、
経
済
と
と
も
に
訴
訟
も
扱
う
。
蔵
人
頭
は
、
参
議

に
闕
員
が
発
生
す
る
と
転
任
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
『
職
事
補
任
』
に

は
一
部
、
人
名
に
年
齢
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
多
く
は
蔵
人

頭
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
範
国
に
注
記
は
な
い
。
十
代
で
の
蔵
人
頭
補
任

は
清
華
家
の
中
将
に
多
い
。
実
務
を
担
う
五
位
蔵
人
で
、
ま
た
藤
原
南
家

出
身
と
い
う
点
も
加
味
す
れ
ば
、
範
国
が
十
代
で
五
位
蔵
人
に
補
任
さ
れ

た
と
は
考
え
づ
ら
い
。

　

と
も
あ
れ
、『
職
事
補
任
』
で
確
認
す
る
と
、
範
国
は
藤
原
為
治
の
後

任
と
し
て
元
徳
三
年
二
月
六
日
に
五
位
蔵
人
に
補
任
さ
れ
た
。
そ
の
と
き

に
は
、
式
部
少
輔
を
兼
ね
て
お
り
、
元
弘
三
年
に
は
左
衛
門
権
佐
に
任
ぜ

ら
れ
、
建
武
二
年
五
月
二
三
日
に
は
右
少
弁
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
。

二
、
範
国
の
文
書
発
給

　

続
い
て
範
国
が
発
給
し
た
文
書
を
確
認
し
た
い
。
後
醍
醐
天
皇
を
し
て

「
綸
旨
万
能
」
主
義
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
実
際
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
で
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
」
を

検
索
す
る
と
二
〇
五
九
件
の
ヒ
ッ
ト
を
得
る（

（1
（

。
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
を
し

て
「
綸
旨
の
歴
史
の
中
で
特
異
な
光
彩
を
放
っ
て
い
る
」
と
近
藤
成
一
は

指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。
綸
旨
は
天
皇
の
意
を
受
け
た
蔵
人
や
弁
官
も
し
く
は
伝

奏
が
奉
者
と
な
っ
て
発
給
す
る
文
書
で
あ
り
、
蔵
人
が
関
わ
る
綸
旨
は
宿

紙
が
用
い
ら
れ
る
。
綸
旨
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
一
の
他
、
本
郷
和
人
の
研

究
が
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
綸
旨
の
大
量
発
給
は
、「
二
条
河
原
落
書
」
に
よ
っ
て
も
「
此
比

都
ニ
ハ
ヤ
ル
物
、
夜
討
・
強
盗
・
謀
綸
旨
（
後
略
）」
と
揶
揄
さ
れ
る
。

　

た
だ
し
「
綸
旨
万
能
」
に
つ
い
て
は
喜
多
泰
史
が
再
考
し
、
後
醍
醐
天

皇
の
大
量
綸
旨
発
給
に
つ
い
て
鎌
倉
幕
府
が
倒
さ
れ
、
戦
後
処
理
の
一
環

で
所
領
安
堵
の
綸
旨
が
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
「
綸
旨
を
求
め
る
群
衆

の
殺
到
が
綸
旨
大
量
発
給
の
直
接
的
原
因
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。

　

ま
た
建
武
新
政
期
の
綸
旨
に
つ
い
て
は
森
茂
暁
を
は
じ
め
多
く
の
先
行

研
究
が
あ
り
近
年
で
は
吉
原
弘
道
の
専
論
が
あ
る（

（1
（

。
特
に
吉
原
の
研
究
は

蔵
人
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
り
、範
国
に
つ
い
て
も
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
範
国
が
発
給
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
を
掲
載
し
て
み

よ
う（

（2
（

。
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和暦 西暦 月 日 文書名 岡崎範国の署名 底本名 収められている
『遺文』番号 備考

元徳3 1331 8 5 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 醍醐寺文書 『鎌』31488

元弘元 1331 8 29 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 謄写本古今消息集 →元弘3年の
ものか

元弘2 1332 8 12 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 謄写本書上古文書 →元弘3年の
ものか

元弘3 1333 2 15 後醍醐天皇綸旨案 式部少輔 大徳寺文書 →6月 の も の
の誤記か

元弘3 1333 6 15 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 大徳寺文書 『鎌』32274
元弘3 1333 6 23 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 泉涌寺文書
元弘3 1333 6 29 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 西大寺文書 『鎌』32305
元弘3 1333 6 29 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 謄写本　集古文書
元弘3 1333 7 1 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 大徳寺文書 『鎌』32318

元弘3 1333 7 5 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 大阪青山短期大学
所蔵文書

元弘3 1333 7 12 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 松尾大社文書 『鎌』32353
元弘3 1333 7 12 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 円覚寺文書 『鎌』32352
元弘3 1333 7 18 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 性海寺文書
元弘3 1333 7 19 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 謄写本　集古文書
元弘3 1333 7 19 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 謄写本　集古文書
元弘3 1333 7 25 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 勧修寺文書 『鎌』32399
元弘3 1333 8 4 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 島津家文書
元弘3 1333 8 12 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 朽木家文書
元弘3 1333 8 15 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 久我家文書 『鎌』32471

元弘3 1333 8 18 後醍醐天皇綸旨写 式部少輔 白河集古苑所蔵
白河結城文書 『南北』東北2

（元弘3） 1333 8 28 後醍醐天皇綸旨案 式部少輔 九条家文書 『鎌』32503
元弘3 1333 8 29 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 天野文書
元弘3 1333 10 1 後醍醐天皇綸旨 式部少輔 大徳寺文書

元弘3 1333 10 8 後醍醐天皇案 式部少輔 高野山文書 写真帳　紀伊続
風土記編纂史料

元弘3 1333 11 12 後醍醐天皇綸旨 少納言 小早川文書 『鎌』32689
元弘3 1333 11 19 後醍醐天皇綸旨案 式部少輔 八坂神社文書 『鎌』32703
元弘3 1333 12 1 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書 『鎌』32741

（元弘4） 1334 1 19 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 大徳寺文書 『鎌』32832
元弘4 1334 1 28 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書 『鎌』32838

（建武1） 1334 2 28 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書
建武1 1334 2 21 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 島津家文書
建武1 1334 2 26 後醍醐天皇綸旨案 左衛門権佐 円覚寺文書
建武1 1334 2 26 後醍醐天皇綸旨案 左衛門権佐 円覚寺文書
建武1 1334 3 21 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 松浦文書
建武1 1334 3 21 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 肥前綾部文書

（建武1） 1334 3 21 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 肥前東妙寺文書
建武1 1334 4 9 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 北野神社文書 『南北』九州27

（建武1） 1334 4 9 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 由良文書 『南北』関東75/
『南北』東北64

建武1 1334 4 蔵人所牒案 左衛門権佐 東寺百合文書ヱ函 『南北』関東83

建武1 1334 5 3 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 南部文書 『南北』関東85/
『南北』東北68

建武1 1334 5 6 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 大徳寺文書
建武1 1334 6 18 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 筑後浄土寺文書 『南北』九州64
建武1 1334 7 17 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 春日神社文書

表２　岡崎範国発給文書一覧
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和暦 西暦 月 日 文書名 岡崎範国の署名 底本名 収められている
『遺文』番号 備考

建武1 1334 8 5 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 覚園寺文書
『南北』関東118/
『南北』中国四国
56

建武1 1334 8 21 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書 『南北』関東127

建武1 1334 8 28 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 下野皆川文書 『南北』関東132/
『南北』東北95

建武1 1334 8 29 雑訴決断所下文
左衛門権左兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

肥前深江文書 『南北』九州116

建武1 1334 9 10 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 島津家文書 『南北』九州124

建武1 1334 9 10 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

大隈台明寺文書 『南北』九州125

建武1 1334 9 15 後醍醐天皇綸旨 少納言 大徳寺文書
建武1 1334 9 16 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書

建武1 1334 9 29 雑訴決断所下文
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

島津家文書 『南北』九州129

建武1 1334 10 6 雑訴決断所下文案
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤□
□□

青方文書 『南北』九州134

建武1 1334 10 11 後醍醐天皇綸旨 少納言 筑前宗像神社文書『南北』九州140

建武1 1334 10 21 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

筑前宗像神社文書『南北』九州146

建武1 1334 11 11 雑訴決断所牒写
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

薩藩旧記17所収山
田文書 『南北』九州156

建武1 1334 11 25 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 豊後入江文書 『南北』九州162/
『南北』関東163

建武1 1334 11 25 後醍醐天皇綸旨写 左衛門権佐 摂津多田神社文書『南北』九州164
建武1 1334 11 26 後醍醐天皇綸旨案 左衛門権 肥前大久保文書 『南北』九州165
建武1 1334 11 26 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 肥後阿蘇家文書 『南北』九州166
建武1 1334 11 26 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 島津家文書 『南北』九州167

建武1 1334 12 10 後醍醐天皇綸旨 少納言 伊予忽那文書 『南北』中国四国
83

建武1 1334 12 21 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

肥後阿蘇家文書 『南北』九州185

建武1 1334 12 21 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

肥後阿蘇家文書 『南北』九州186

建武1 1334 12 22 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

筑後大友文書 『南北』九州188

建武1 1334 12 27 雑訴決断所牒
左衛門権佐兼少納
言侍従伊賀守藤原
朝臣

筑前宗像神社文書『南北』九州192

建武2 1335 1 11 雑訴決断所牒 左衛門権佐謙少納
言侍従藤原朝臣 肥前斑島文書 『南北』九州196

建武2 1335 1 20 雑訴決断所牒 左衛門権佐兼少納
言侍従藤原朝臣 肥前深掘文書 『南北』九州197

（建武2） 1335 2 8 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 大徳寺文書 『南北』関東201
建武2 1335 2 10 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 随心院文書

建武2 1335 2 20 雑訴決断所牒 左衛門権佐兼少納
言侍従藤原朝臣 筑前大悲王院文書『南北』九州209

建武2 1335 2 30 雑訴決断所牒 左衛門権佐兼少納
言侍従藤原朝臣 松浦文書 『南北』九州217
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和暦 西暦 月 日 文書名 岡崎範国の署名 底本名 収められている
『遺文』番号 備考

建武2 1335 3 17 後醍醐天皇綸旨 左衛門権佐 島津家文書 『南北』九州229

建武2 1335 4 8 雑訴決断所牒 左衛門権佐兼少納
言侍従藤原朝臣 筑前宗像神社文書『南北』九州244

建武2 1335 5 11 雑訴決断所牒案 左近権佐兼少納言
侍従藤原朝臣 薩摩比志島文書 『南北』九州254

建武2 1335 5 19 雑訴決断所下文 左衛門権佐兼少純
言侍従藤原朝臣 筑前大悲王院文書『南北』九州257

建武2 1335 6 1 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣 豊後詫摩文書 『南北』九州263
建武2 1335 6 21 後醍醐天皇綸旨 右少弁 古文書纂 『南北』九州268

建武2 1335 6 26 官宣旨案 右少弁藤原朝臣 狩野亨吉氏蒐集
文書

建武2 1335 6 27 後醍醐天皇綸旨 右少弁 影写本　吉田文書
建武2 1335 6 27 後醍醐天皇綸旨写 右少弁 西園寺文書 『加能』南北Ⅰ

（建武2） 1335 6 27 後醍醐天皇綸旨案 右少弁範国 九条家文書 『加能』南北Ⅰ

建武2 1335 7 28 後醍醐天皇綸旨 右少弁範国
宮 内 庁 書 陵 部 諸 
文書部類（東大寺
文書）

建武2 1335 9 10 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣 豊前永弘文書 『南北』九州296
建武2 1335 9 10 雑訴決断所牒案 右少弁藤原朝臣 豊前永弘文書 『南北』九州297
建武2 1335 9 24 後醍醐天皇綸旨 右少弁 筑前大悲王院文書『南北』九州300
建武2 1335 9 29 雑訴決断所下文 右少弁藤原朝臣 筑前大悲王院文書『南北』九州306
建武2 1335 9 30 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣 豊後詫摩文書 『南北』九州307

建武2 1335 10 4 太政官符案 正五位上行右少弁
藤原朝臣 伊予河野文書 『南北』九州311

建武2 1335 10 4 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣□
□ 肥前河上神社文書『南北』九州314

建武2 1335 10 4 太政官符写 正五位上行右少弁
藤原朝臣 白杵稲葉河野文書『南北』中国四国

171
建武2 1335 10 17 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣 筑前宗像神社文書『南北』九州321
建武2 1335 10 21 雑訴決断所牒 右少弁藤原朝臣 肥前河上神社文書『南北』九州323
建武2 1335 12 10 雑訴決断所牒案 右少弁藤原朝臣 肥前山代文書 『南北』九州352

（建武3） 1336 1 19 後醍醐天皇綸旨 右少弁範国
宮 内 庁 書 陵 部 諸 
文書部類（東大寺
文書）

建武3 1336 3 25 後醍醐天皇綸旨 右少弁 肥後阿蘇家文書 『南北』九州514
延元1 1336 3 27 後醍醐天皇綸旨 式部少輔範国 大徳寺文書
延元1 1336 5 7 後醍醐天皇綸旨案 右少弁 九条家文書 『南北』九州604

（延元1カ）1336 5 25 後醍醐天皇綸旨 右少弁 神護寺文書 『高雄山神護寺
文書集成』325

延元1 1336 6 2 後醍醐天皇綸旨 右少弁 神護寺文書 『高雄山神護寺
文書集成』326

（延元1） 1336 6 11 後醍醐天皇綸旨 右少弁 鞍馬寺文書

※『鎌』は『鎌倉遺文』の略、『南北』は『南北朝遺文』の略である。
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範
国
は
綸
旨
で
は
式
部
少
輔
、
少
納
言
、
左
衛
門
権
佐
、
右
少
弁
の
官

途
で
発
給
を
行
い
、雑
訴
決
断
所
で
は
兼
任
す
る
官
途
を
列
挙
し
て
い
る
。

今
回
は
一
○
一
通
の
文
書
を
得
た
。
最
も
古
い
発
給
は
元
徳
三
年
八
月
五

日
の
も
の
で
あ
る
。
同
年
二
月
に
蔵
人
と
な
っ
た
は
じ
め
て
の
文
書
発
給

と
い
え
よ
う
。
折
し
も
八
月
九
日
に
元
弘
と
改
元
さ
れ
、
同
月
の
二
五
日

に
後
醍
醐
天
皇
は
奈
良
に
行
幸
し
、
二
七
日
に
は
笠
置
山
に
行
幸
す
る
。

続
く
「
古
今
消
息
集
」
に
収
め
ら
れ
た
元
弘
元
年
八
月
二
九
日
の
日
付
を

持
つ
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
写
」
は
、
同
三
年
八
月
二
九
日
の
も
の
と
同
文

で
あ
り
、
恐
ら
く
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。「
書
上
古
文
書
」
に
あ
る
「
後

醍
醐
天
皇
綸
旨
写
」
は
朽
木
荘
の
安
堵
を
認
め
る
も
の
だ
が
、
同
文
の
正

文
が
朽
木
家
文
書
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
大
徳
寺
文
書
に
あ
る
元
弘
三
年
二

月
一
五
日
の
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
」
は
同
年
六
月
一
五
日
の
「
後
醍
醐

天
皇
綸
旨
」
と
同
文
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
現
存
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
考
え
れ
ば
範
国
は
五
位
蔵
人
に
な
り
文
書

を
一
通
発
給
し
た
後
、元
弘
の
変
か
ら
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流
を
経
て
、

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
ま
で
、
文
書
発
給
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

元
弘
三
年
五
月
二
二
日
、
新
田
義
貞
ら
の
軍
勢
に
よ
っ
て
鎌
倉
幕
府
は

滅
亡
し
、
後
醍
醐
天
皇
は
そ
の
報
を
聞
き
京
都
へ
戻
る
。
六
月
四
日
に
は

東
寺
に
着
御
し
翌
日
、
内
裏
に
還
御
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
範
国
の
蔵
人
と
し
て
の
仕
事
は
復
活
し
た
様
子
で
、
同
月
の

一
五
日
を
皮
切
り
に
、
大
徳
寺
や
泉
涌
寺
、
西
大
寺
、
松
尾
神
社
な
ど
へ

所
領
安
堵
の
綸
旨
を
発
給
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

建
武
政
権
下
の
綸
旨
発
給
に
つ
い
て
は
吉
原
の
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

「
岡
崎
範
国
の
奉
者
と
し
て
の
立
場
は
、
結
論
か
ら
い
え
ば
五
位
蔵
人
と

し
て
の
も
の
」
で
あ
り
、
他
の
発
給
す
る
綸
旨
を
含
め
、
全
体
と
し
て
は

「
内
容
に
よ
り
特
定
の
担
当
者
が
存
在
し
た
こ
と
は
窺
え
な
い
し
、
所
管

す
る
地
域
ご
と
の
担
当
者
の
存
在
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
あ
る（

（2
（

。
確

か
に
範
国
の
発
給
文
書
を
覧
て
も
地
域
は
京
都
・
畿
内
・
九
州
・
東
北
・

関
東
・
北
陸
と
あ
り
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。範
国
は
他
の
綸
旨
発
給
を
担
っ

た
葉
室
長
光
・
千
種
忠
顕
・
中
御
門
経
季
・
中
御
門
宗
兼
、
中
御
門
宣
明
・

冷
泉
定
親
・
高
倉
守
光
・
甘
露
寺
藤
長
・
中
院
具
光
、
藤
原
清
藤
ら
と
と

も
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
政
権
を
支
え
る
能
吏
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
い

え
よ
う
。三

、
範
国
の
蔵
人
頭
補
任

　

周
知
の
よ
う
に
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
の
新
政
は
、
約
二
年
と
い
う
短
さ

で
瓦
解
す
る
。

　

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
七
月
の
中
先
代
の
乱
か
ら
足
利
尊
氏
の
離
反

と
続
き
、
建
武
三
年
（
延
元
元
年
）
正
月
に
後
醍
醐
天
皇
は
比
叡
山
へ
の
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臨
幸
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
一
旦
は
尊
氏
を
破
る
も
の
の
、
同
年
の
五
月

に
は
再
び
尊
氏
が
都
へ
迫
り
、
後
醍
醐
天
皇
も
ま
た
再
び
比
叡
山
へ
動
座

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

前
述
の
「
岡
崎
範
国
発
給
文
書
一
覧
」
で
み
て
も
わ
か
る
通
り
、
範
国

の
文
書
発
給
も
後
醍
醐
天
皇
の
動
座
と
と
も
に
途
絶
え
る
。
で
は
範
国
の

去
就
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
期
の
古
記
録
は
断
片
な
が
ら
『
中
院
一
品
記
』
が
あ
る
も
の
の

限
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
こ
で
『
太
平
記
』
の
古
本
で
あ
る
西
源
院
本
か
ら
様

子
を
探
っ
て
み
た
い（

（2
（

。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
延
元
元
年
五
月
二
七
日
に
後
醍
醐
天
皇
が
東
坂
本

へ
臨
幸
す
る
際
の
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
一
】『
太
平
記
』
西
源
院
本
、
第
十
六
巻

今
度
山
門
臨
幸
ニ
参
候
ス
ル
宗
徒
ノ
人
々
ニ
ハ
、
関
白
左
大
臣
経
忠
公
、

洞
院
右
大
臣
公
賢
公
、
吉
田
前
内
大
臣
定
房
公
、
三
条
大
納
言
公
明
公
、

洞
院
権
大
納
言
公
泰
公
、
御
子
左
権
中
納
言
為
定
卿
、
四
条
右
衛
門
督
隆

資
卿
、
徳
大
寺
中
納
言
公
清
卿
、
洞
院
左
衛
門
督
実
世
卿
、
西
園
寺
左
兵

衛
督
公
重
卿
、
菊
亭
中
宮
権
大
夫
実
真
、
北
畠
別
当
顕
家
卿
、
吉
田
中
納

言
光
継
卿
、
坊
門
参
議
藤
原
清
忠
卿
、
同
実
治
卿
、
三
条
坊
門
源
宰
相
中

将
通
冬
卿
、
勧
修
寺
藤
原
経
顕
卿
、
千
種
宰
相
中
将
忠
顕
卿
、
禅
林
寺
宰

相
中
将
有
忠
卿
、
葉
室
中
宮
亮
長
光
卿
、
頭
大
膳
大
夫
経
秀
朝
臣
、
日
野

正
三
位
藤
原
資
明
卿
、
前
官
者
、
前
権
大
納
言
藤
原
師
基
卿
、
前
権
中
納

言
季
雄
卿
、
藤
原
公
雅
卿
、
藤
原
冬
房
卿
、
同
公
脩
卿
、
同
資
親
卿
、
同

実
任
卿
、
平
惟
継
卿
、
前
参
議
雅
孝
、
藤
原
光
業
卿
、
同
実
守
卿
、
同
資

房
、
同
俊
氏
、
源
親
光
、
藤
原
光
顕
、
従
三
位
平
宗
経
、
正
四
位
下
藤
原

宗
兼
、
二
位
中
将
良
忠
、
正
三
位
兼
高
、
藤
原
房
衡
、
同
経
康
、
同
隆
朝
、

菅
原
在
仲
、
藤
原
宗
緒
卿
、
伯
三
位
資
継
王
、

王
、
此
外
房
高
、
実
廉
、

清
房
卿
以
下
、
末
々
ノ
公
卿
ハ
注
ニ
不
及
、
雲
客
者
、
中
院
左
中
将
定
平
、

頭
大
夫
藤
原
行
房
朝
臣
、
左
中
弁
宣
明
、
式
部
少
輔
藤
原
範
国
、
右
衛
門

権
佐
藤
原
光
守
、
皇
后
宮
大
進
定
親
、
左
近
中
将
源
具
光
、
右
少
弁
藤
長
、

勘
解
由
次
官
光
任
、
弁
少
将
藤
原
実
夏
、
高
倉
右
衛
門
佐
範
貞
、
持
明
院

中
将
保
有
、
薗
中
将
基
隆
、
佐
々
木
野
少
将
守
賢
、
室
町
中
将
実
郷
以
下
、

四
位
・
五
位
職
事
弁
官
、
我
ヲ
ト
ラ
シ
ト
参
リ
集
レ
リ
、
注
ス
ル
ニ
不
及
、

　

同
年
の
一
度
目
の
動
座
で
は
「
朝
議
ニ
違
ス
ル
輩
ノ
ミ
多
カ
リ
シ
上
、

已
前
ニ
程
ナ
ク
無
為
ノ
還
幸
有
シ
カ
ハ
ト
テ
、
今
度
ハ
諸
家
貴
賤
諸
道
ノ

輩
、
官
外
記
医
院
諸
社
ノ
司
官
、
諸
大
夫
・
侍
・
諸
門
跡
ノ
僧
綱
マ
テ
、

我
ヲ
ト
ラ
シ
ト
ソ
山
門
ヘ
争
ヒ
参
シ
ケ
ル（

（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
短
期
間
で
尊

氏
が
敗
れ
て
都
落
ち
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
比
叡
山
に
参
仕
す
る
人
々
が
少

な
か
っ
た
が
、
今
回
は
多
く
の
人
々
が
付
き
従
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
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る
。【
史
料
一
】
は
武
家
を
除
く
人
々
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

五
月
二
九
日
に
は
尊
氏
は
東
寺
に
入
り
一
〇
月
に
至
る
ま
で
合
戦
は
続

い
た
。
持
明
院
統
の
花
園
院
・
光
厳
院
・
豊
仁
親
王
ら
は
こ
の
動
座
に
は

付
き
従
わ
ず
尊
氏
に
迎
え
ら
れ
る
。
朝
廷
の
多
く
の
廷
臣
が
比
叡
山
に
付

き
従
っ
た
た
め
、『
太
平
記
』
で
は
「
同
六
月
三
日
三
主
ノ
臨
幸
ヲ
八
幡

ニ
成
シ
奉
ル
、
同
月
十
四
日
ニ
八
幡
ヨ
リ
御
帰
洛
在
テ
、
東
寺
ニ
幸
シ
、

灌
頂
堂
ヲ
御
所
ニ
構
フ
、
是
尊
氏
卿
ノ
沙
汰
ニ
ヨ
リ
テ
也
、
是
ハ
尊
氏
卿

洛
中
戦
場
之
間
、
東
寺
ヲ
城
郭
ト
ス
ル
故
也
、
依
之
又
山
門
祗
候
ノ
外
ノ

人
々
、
并
ニ
持
明
院
無
二
ノ
佞
臣
ハ
、
各
東
寺
ニ
参
シ
ケ
リ（

（2
（

」
と
記
し
、

後
醍
醐
天
皇
に
祗
候
し
な
か
っ
た
人
々
と
「
持
明
院
無
二
の
佞
臣
」
と
が

東
寺
に
参
仕
し
た
と
あ
る
。
か
く
し
て
八
月
に
は
豊
仁
親
王
が
践
祚
し
光

明
天
皇
と
な
っ
た
。

　

戦
局
が
膠
着
す
る
中
で
尊
氏
か
ら
の
使
者
が
後
醍
醐
天
皇
の
も
と
へ
遣

わ
さ
れ
た
。「
去
年
冬
讒
臣
ノ
申
ニ
依
テ
、
勅
勘
ヲ
蒙
リ
候
シ
時
、
身
ヲ

法
体
ニ
替
テ
、
罪
無
様
ヲ
申
サ
ム
ト
存
シ
候
処
ニ
、
義
貞
以
下
ノ
輩
、
事

ヲ
逆
鱗
ニ
寄
テ
、
日
来
ノ
鬱
憤
ヲ
散
セ
ム
ト
仕
候
シ
間
、
止
事
ヲ
得
ス
シ

テ
、
此
乱
天
下
ニ
及
候
、
是
全
ク
君
ニ
白
奉
テ
、
反
逆
ヲ
企
ン
ト
ニ
ハ
候

ハ
ス
、
只
義
貞
カ
一
類
ヲ
亡
テ
、
向
後
ノ
讒
臣
ヲ
コ
ラ
セ
ム
ト
存
ル
計
ニ

テ
候
也（

（2
（

」
と
伝
え
ら
れ
て
、「
本
官
所
領
ニ
復
サ
シ
メ
テ
、
天
下
成
敗
ヲ

公
家
ニ
任
セ
奉
ス
ヘ
シ
」
と
大
師
勧
請
起
請
文
を
副
え
て
和
議
の
話
が
進

め
ら
れ
た
。後
醍
醐
天
皇
は
一
〇
月
一
〇
日
に
京
都
へ
の
還
幸
を
果
た
す
。

　

こ
の
和
議
の
協
議
に
は
「
元
老
智
臣
」
も
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
し
て

や
新
田
義
貞
は
蚊
帳
の
外
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
『
太
平
記
』
で
も
著
名

な
段
で
あ
る
堀
口
貞
満
が
天
皇
を
押
し
と
ど
め
る
場
面
と
な
る
。「
臨
幸

ハ
只
今
ノ
程
ト
見
テ
、
供
奉
の
月
卿
雲
客
、
衣
冠
ヲ
帯
セ
ル
モ
ア
リ
、
未

戎
衣
ナ
ル
モ
ア
リ
、
鳳
輦
ヲ
大
床
ニ
差
寄
テ
、
新
典
侍
、
内
侍
所
ノ
櫃
ヲ

取
出
奉
レ
ハ
、
頭
弁
範
国
剣
璽
ノ
役
ニ
随
テ
、
御
簾
ノ
前
ニ
跪
ク
、」
青

天
の
霹
靂
で
あ
る
武
家
側
と
、
京
都
に
戻
ろ
う
と
す
る
後
醍
醐
天
皇
や
侍

る
廷
臣
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

更
に
掲
げ
る
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
還
幸
に
際
し
て
付
き
従
っ
た
廷
臣

の
記
述
と
、
新
田
義
貞
と
恒
良
親
王
の
北
国
行
啓
に
従
っ
た
廷
臣
の
列
挙

で
あ
る
。

【
史
料
二
】『
太
平
記
』
西
源
院
本
、
第
十
七
巻

還
幸
ノ
供
奉
ニ
テ
京
都
ニ
出
シ
人
々
ニ
ハ
、
吉
田
内
大
臣
定
房
、
万
里
小

路
大
納
言
宣
房
、
御
子
左
中
納
言
為
定
、
侍
従
中
納
言
公
明
、
坊
門
宰
相

清
忠
、
勧
修
寺
中
納
言
経
顕
、
民
部
卿
光
経
、
左
中
将
藤
長
、
頭
弁
範
国
、

【
史
料
三
】『
太
平
記
』
西
源
院
本
、
第
十
七
巻

行
啓
ノ
御
共
ニ
テ
北
国
ヘ
落
ケ
ル
人
々
ハ
、
一
宮
中
務
卿
親
王
、
洞
院
左



後醍醐天皇を支えた廷臣─ 11 ─

衛
門
督
実
世
、
三
条
侍
従
泰
季
、
御
子
左
少
将
為
次
、
頭
大
夫
行
房
、
子

息
少
将
行
尹
、

　

京
都
に
還
幸
す
る
際
、『
太
平
記
』
で
示
さ
れ
る
廷
臣
は
わ
ず
か
九
人

で
あ
っ
た
。

　

特
に
注
目
し
た
い
の
が
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
範
国
で
あ
る
。「
頭

弁
範
国
劔
璽
ノ
役
ニ
随
テ
、
御
簾
ノ
前
ニ
跪
ク
」
と
あ
り
、
範
国
は
い
つ

「
頭
弁
」
つ
ま
り
は
蔵
人
頭
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
職
事
補
任
』

な
ど
に
も
そ
う
し
た
記
載
は
な
い
。

　

ま
ず
は
全
体
的
な
人
的
把
握
を
行
う
。
山
門
へ
の
動
座
と
、
還
幸
に
付

き
従
う
廷
臣
と
、
同
年
の
現
職
の
み
だ
が
公
卿
補
任
を
併
せ
て
一
覧
化
し

た
の
が
表
３
で
あ
る
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
延
元
元
年
の
二
度
目
の
比
叡
山
臨
幸
に
は
多
く
の
廷
臣

が
従
っ
て
い
る
。
左
大
臣
・
右
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
〇
人
の
現
役

公
卿
が
参
仕
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
『
太
平
記
』
の
記
述
の
中
で
「
頭

大
膳
大
夫
経
秀
朝
臣
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
経
季
」
の
間
違
い
で
あ
ろ

う
。
は
じ
め
に
で
も
示
し
た
通
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
近
臣
と
し
て
は
次
の

廷
臣
が
あ
げ
ら
れ
る
。

花
山
院
師
賢
・
万
里
小
路
藤
房
・
同
季
房
・
三
条
公
明
・
洞
院
公
敏
・
同

実
世
・
平
成
輔
・
北
畠
具
行
・
四
条
隆
資
・
同
隆
重
・
阿
野
実
治
・
千
種

忠
顕
・
日
野
資
朝
・
同
俊
基
・
中
御
門
宗
兼
。

　

こ
の
中
で
、
倒
幕
運
動
の
際
に
亡
く
な
っ
た
者
も
お
り
、
実
際
に
今
回

の
臨
幸
に
付
き
従
っ
た
現
職
と
し
て
は
三
条
公
明
、
洞
院
実
世
・
四
条
隆

資
・
千
種
忠
顕
・
中
御
門
宗
兼
で
あ
っ
た
。
更
に
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み

よ
う
。

　

で
は
蔵
人
は
ど
う
か
。『
職
事
補
任
』
に
拠
っ
て
確
認
す
る
。
ま
ず
は

蔵
人
頭
で
あ
る
。
延
元
元
年
段
階
で
中
御
門
経
季
と
中
御
門
宗
兼
が
勤
め

て
い
た
も
の
の
三
月
一
日
に
参
議
に
昇
り
、
世
尊
寺
行
房
と
中
御
門
宣
明

が
継
い
だ
。
但
し
、
中
御
門
宣
明
は
『
公
卿
補
任
』
に
因
る
と
延
元
元
年

五
月
二
七
日
ま
で
頭
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
叡
山
臨
幸
に
際
し

て
は
、
蔵
人
頭
は
行
房
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

次
に
五
位
蔵
人
だ
が
岡
崎
範
国
と
源
具
光
、
藤
原
光
任
の
三
人
が
そ
の

任
に
あ
た
っ
て
い
た
。

　

範
国
、
具
光
、
光
任
は
と
も
に
『
太
平
記
』
で
も
「
式
部
少
輔
藤
原
範

国
、
左
近
中
将
源
具
光
、
勘
解
由
次
官
光
任
」
と
し
て
臨
幸
に
供
奉
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
で
範
国
は
元
徳
三
年
か
ら
、
具
光
は
建
武

元
年
か
ら
、
光
任
は
延
元
元
年
か
ら
五
位
蔵
人
を
勤
め
て
お
り
、
範
国
が

最
長
者
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
蔵
人
は
天
皇
家
の
家
政
機
関
の
中
枢
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表３　延元元年6月段階の公卿補任の抄出
山門臨幸
に供奉

京都還幸
に供奉 北国落ち 官職 家名 名 兼任 備考

○ 左大臣 近衛 経忠 →8月に関白

○ 右大臣 洞院 公賢 皇太子傳

内大臣 一条 経通

大納言 堀川 具親 中宮大夫

権大納言 三条 実忠 治部卿

○ 権大納言 九条 光経 →6月出家

○ 権大納言 洞院 公泰 宮内卿

権大納言 九条 道教 左大将

権大納言 鷹司 師平 右大将 春宮大夫

権大納言 二条 良基 任

○ ○ 権大納言 三条 公明 侍従 →9月に薨ず

○ ○ 権中納言 御子左 為定

権中納言 大炊御門 冬信

○ 権中納言 四条 隆資 右衛門督 →12月に解官

○ 権中納言 徳大寺 公清

○ ○ 権中納言 洞院 実世 尾張守 →12月に解官

○ 権中納言 西園寺 公重 東宮大夫

権中納言 今出川 実尹 中宮権大夫・雅楽頭

権中納言 花山院 長定

○ 権中納言 北畠 顕家 →12月に解官

○ 権中納言 堀川 光継 →12月に解官

○ ○ 参議 坊門 清忠 右大弁 →翌年北朝の官
職を辞す

○ 参議 三条 実治 左大弁

○ 参議 中院 通冬 左中将・美作権守 →8月に辞す

○ ○ 参議 勧修寺 経顕 左京大夫

○ 参議 千種 忠顕 左中将・丹波守

○ 参議 六条 有光 右中将・備中権守

○ 参議 葉室 長光 中宮亮・周防権守

○ 参議 中御門 経季 元蔵人頭大膳大夫

参議 中御門 宗兼 元蔵人頭

○ ○ 蔵人頭 世尊寺 行房 大膳大夫 →延元元年3月1
日から
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部
と
し
て
、
財
政
や
訴
訟
を
担
い
、
ま
た
後
醍
醐
天
皇
の
政
権
下
で
は
綸

旨
の
大
量
発
給
を
担
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
能
吏
で
な
け
れ
ば
長
く
は
勤
め

ら
れ
な
か
っ
た
職
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
範
国
は
多
く
の
文
書
を
発
給
し
、

後
醍
醐
天
皇
の
叡
山
臨
幸
に
も
付
き
従
っ
た
。
か
く
い
う
状
況
下
で
唯
一

の
蔵
人
頭
を
勤
め
る
世
尊
寺
行
房
は
、
千
種
忠
顕
と
と
も
に
後
醍
醐
天
皇

の
隠
岐
配
流
に
も
付
き
従
っ
た
近
臣
の
一
人
で
あ
る
。し
か
し
行
房
は【
史

料
三
】
に
も
あ
る
通
り
北
国
行
啓
に
付
き
従
っ
て
い
る
。
行
房
は
延
元
二

年
（
一
三
三
七
）
三
月
六
日
に
越
前
の
金
ケ
崎
城
が
落
ち
た
際
に
自
害
を

し
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
後
醍
醐
天
皇
が
京
都
に
還
幸
す
る
際
、
蔵
人
頭

は
不
在
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

文
書
の
発
給
な
ど
は
蔵
人
頭
で
あ
っ
て
も
五
位
蔵
人
で
あ
っ
て
も
、
可

能
で
あ
る
。し
か
し
、家
政
機
関
の
い
わ
ば
秘
書
官
で
あ
る
蔵
人
は
、様
々

な
行
事
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
行
幸
に
際
し
て
は
次
の
よ
う
な
史

料
が
あ
る
。

【
史
料
四
】『
夕
拜
備
急
至
要
抄
』
下　

臨
時

一
、
別
殿
行
幸

御
劔
将
貫
首
、
職
事
六
位
等
、
脂
燭
殿
上
人
〈
不
及
廣
催
〉、
筵
道
〈
御

直
衣
之
時
、布
単
不
可
入
〉、御
宿
所〈
兼
日
、問
答
陰
陽
師
御
犯
土
次
第
、

御
方
忌
等
能
可
致
沙
汰
〉、

　
『
夕
拜
備
急
至
要
抄
』
と
は
、
藤
原
兼
仲
が
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉

末
期
に
成
立
し
た
故
実
書
で
あ
る
。
蔵
人
の
執
務
に
か
か
わ
る
参
考
書
で

あ
り
、ほ
ぼ
同
時
代
に
お
け
る
蔵
人
の
執
務
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

上
巻
は
年
中
行
事
恒
例
、
下
巻
は
臨
時
の
行
事
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
で
は
「
別
殿
」
と
あ
る
が
こ
の
他
は
「
方
違
行
幸
」
で
あ

り
、
比
叡
山
臨
幸
は
「
別
殿
」
に
準
ず
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
御
劔
の

役
と
し
て
貫
首
が
必
要
と
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
と
し
て

は
貫
首
、
つ
ま
り
は
蔵
人
頭
を
任
ず
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。
五
位
蔵
人
の

中
で
最
古
参
と
な
る
範
国
が
、そ
の
役
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
後
醍
醐
天
皇
は
京
都
に
遷
幸
を
果
た
す
も
の
の
供
奉
し
た
人
々

は
「
自
山
門
供
奉
シ
テ
出
ラ
レ
ケ
ル
三
公
々
卿
、
纔
ニ
死
罪
一
等
ヲ
宥
メ

ラ
レ
タ
レ
共
、
解
官
停
任
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。
表
３
の
『
公
卿
補

任
』
に
も
あ
る
通
り
、
九
条
光
経
は
六
月
に
出
家
。
三
条
公
明
は
九
月
に

死
去
、
四
条
隆
資
・
洞
院
実
世
・
北
畠
顕
家
・
堀
川
光
継
は
一
二
月
に
解

官
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
範
国
は
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
史
料
上
に
現
れ
る
こ

と
は
稀
と
な
る（

（3
（

。

　
『
公
卿
補
任
』
の
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
一
月
七
日
の
叙
位
で
、
範

国
は
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
注
記
に
は
「
前
左
少
弁
」
と
あ
り
、
尻
付
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な
ど
の
記
述
は
な
い
。
そ
し
て
貞
治
二
年
閏
正
月
十
二
日
に
静
か
に
没
し

た
（
31
）。
亡
く
な
っ
た
記
事
を
遺
し
た
『
師
守
記
』
に
は
「
後
聞
、
今

日
従
三
位
藤
原
範
国
卿
薨
云
々
、
年
ヽ
ヽ
、
彼
卿
経
五
位
職
事
并
弁
官
仁

也
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
が
後
醍
醐
天
皇
の
政
権
を
支
え
た
廷
臣
の
一
人
、
岡
崎
範
国
の
小

伝
で
あ
る
。

　

岡
崎
範
国
は
藤
原
南
家
の
儒
学
の
家
に
生
ま
れ
、
父
達
と
同
様
に
大
学

で
学
び
任
官
す
る
。
折
し
も
後
醍
醐
天
皇
の
討
幕
運
動
が
は
じ
ま
る
時
期

で
も
あ
り
、
範
国
は
そ
の
能
吏
と
し
て
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
範
国
が
発
給
し
た
文
書
の
点
数
や
五
位
蔵
人
の
在
職

期
の
長
さ
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　

但
し
、
そ
の
能
吏
を
発
揮
し
た
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
と
の
個
人
的
な
主

従
関
係
と
い
う
よ
り
は
、
朝
廷
の
官
人
と
し
て
は
当
然
と
も
い
う
べ
き
、

時
の
天
皇
に
仕
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
後
醍
醐
天

皇
に
付
き
従
い
討
幕
運
動
を
行
い
、
ま
た
足
利
尊
氏
ら
と
合
戦
を
行
う
廷

臣
ら
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

後
醍
醐
天
皇
の
政
権
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
は
い
ま
だ
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
。
た
だ
本
稿
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
通
り
、
鎌
倉
末
期
も
廷
臣
の
多

く
は
あ
く
ま
で
「
日
和
見
」
も
し
く
は
中
立
で
あ
り
、
朝
廷
を
支
え
た
職

事
弁
官
を
勤
め
る
名
家
層
は
、
そ
の
時
々
の
天
皇
に
忠
実
に
仕
え
る
官
人

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

範
国
に
関
し
て
い
え
ば
一
代
の
天
皇
の
み
に
仕
え
た
と
は
い
え
、
注
目

を
浴
び
る
後
醍
醐
天
皇
の
近
臣
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
は
い
な
い
。
後
醍
醐

天
皇
が
吉
野
に
お
も
む
い
て
後
、
坊
門
清
忠
な
ど
は
同
じ
く
下
っ
た
が
範

国
に
そ
う
し
た
形
跡
は
な
い
。
た
だ
職
務
に
忠
実
な
能
吏
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
ろ
う
。

　
『
太
平
記
』
の
記
述
の
信
ず
る
と
し
て
、
京
都
遷
幸
に
際
し
て
蔵
人
頭

に
補
せ
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、そ
れ
は
北
朝
で
は
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
点
は
『
師
守
記
』
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
か
く
し
て
、
後
醍

醐
天
皇
を
支
え
た
能
吏
は
ひ
っ
そ
り
と
世
を
は
か
な
ん
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
政
権
を
担
う
廷
臣
の
具
体
像
を
知
る
こ
と
こ
そ
、
朝
廷
政

治
史
の
基
礎
研
究
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
本
稿
は
岡
崎
範
国
の
小
伝
を
ま
と

め
筆
を
擱
く
。
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註（
1
）	

三
浦
周
行
『
鎌
倉
時
代
史
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
六
年
。
後
に
著
作
集

『
日
本
史
の
研
究
』新
輯
一
、岩
波
書
店
、一
九
八
二
年
に
収
め
ら
れ
た
。龍
粛『
鎌

倉
時
代
』
上
下
、
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
。
な
お
、
龍
粛
の
論
集
は
抄
録
な
が
ら

文
春
学
藝
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
二
〇
一
四
年
に
再
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
森
茂
暁
『
南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』
文
献
出
版
、

一
九
八
四
年
。増
補
改
訂
版
が
思
文
閣
出
版
よ
り
二
〇
〇
八
年
に
刊
行
し
て
い
る
。

『
鎌
倉
時
代
の
朝
幕
関
係
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
。
本
郷
和
人
『
中
世
朝

廷
訴
訟
制
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。
市
沢
哲
『
日
本
中
世
公

家
政
治
史
の
研
究
』
校
倉
出
版
、
二
〇
一
一
年
な
ど
。

（
3
）	

井
原
今
朝
男
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
年
な
ど
。

（
4
）	

註
2
で
掲
出
し
た
本
郷
和
人
『
中
世
朝
廷
訴
訟
制
の
研
究
』
内
、「
第
六
章　

持

明
院
・
大
覚
寺
両
統
の
治
世
」。

（
5
）	

野
村
朋
弘「
鎌
倉
後
期
の
持
明
院
統
と
廷
臣
」『
國
學
院
雑
誌
』一
〇
四
巻（
七
号
）、

二
〇
〇
三
年
。『
花
園
天
皇
宸
記
』
に
登
場
す
る
廷
臣
達
を
抽
出
し
、
持
明
院
統

に
付
き
従
う
廷
臣
が
極
め
て
少
な
い
状
況
を
指
摘
し
た
。

（
6
）	

山
田
徹
『
京
都
の
中
世
史
四　

南
北
朝
内
乱
と
京
都
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一

年
、「
一
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
」。

（
7
）	

4
参
照
。

（
8
）	

野
村
朋
弘
「
平
成
輔
と
小
田
原
」『
小
田
原
史
談
』
二
四
八
号
、
二
〇
一
七
年
。

（
9
）	『
太
平
記
』
第
四
「
宮
々
流
し
奉
る
事
」
に
は
、「
平
相
成
輔
を
ば
、
河
越
三
河
入

道
円
重
具
足
し
奉
り
、
こ
れ
も
鎌
倉
へ
と
聞
こ
え
し
が
、
下
し
も
着
け
奉
ら
で
、

相
模
国
早
川
尻
に
て
失
ひ
奉
り
け
り
」
な
ど
と
あ
る
。

（
10
）	

仁
木
夏
実
「
藤
原
永
範
考
」『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
五
七
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
11
）	

範
雄
に
つ
い
て
は
、『
勘
仲
記
』『
実
躬
卿
記
』
に
度
々
登
場
す
る
も
の
の
、
上
皇

の
行
幸
に
供
奉
し
た
り
後
白
河
院
の
月
忌
を
奉
行
す
る
記
事
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
12
）	『
史
料
纂
集　

花
園
天
皇
宸
記
』
第
三
。

（
13
）	『
群
書
類
従
』
第
四
輯
所
収
「
職
事
補
任
」。
訂
正
三
版
は
一
九
六
〇
年
刊
。
続
群

書
類
従
完
成
会
。
現
在
は
八
木
書
店
に
移
管
。

（
14
）	『
禁
秘
抄
考
註
』
に
は
「
近
衛
院
御
時
五
位
三
人
、
六
位
五
人
大
略
為
定
式
也
、

近
代
者
五
位
三
人
、
六
位
四
人
也
」
と
あ
る
。

（
15
）	https://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

（
二
〇
二
一
年
九

月
一
日
段
階
で
の
検
索
情
報
で
あ
る
）

（
16
）	

近
藤
成
一
「
院
宣
・
綸
旨
を
め
ぐ
る
若
干
の
論
点
」
科
学
研
究
費
助
成
金　

研
究

成
果
報
告
書
『
綸
旨
・
院
宣
の
網
羅
的
収
集
に
よ
る
帰
納
的
研
究
』
研
究
代
表　

近
藤
成
一
、一
九
九
九
年
。

（
17
）	

佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
、
新
版
は

一
九
九
七
年
。
本
郷
和
人
「『
鎌
倉
時
代
の
綸
旨
・
院
宣
』
入
門
」『
遙
か
な
る
中

世
』
一
七
号
、
一
九
九
八
年
な
ど
。

（
18
）	

喜
多
泰
史
「「
綸
旨
万
能
」
再
考
」『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
。

（
19
）	

註
2
で
掲
出
し
た
森
茂
暁
の
研
究
の
ほ
か
、
吉
原
弘
道
「
建
武
政
権
下
に
お
け
る

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
に
つ
い
て
︱
建
武
政
権
下
の
蔵
人
沿
革
を
め
ぐ
っ
て
︱
」

（
20
）	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
を
主
と
し
て

用
い
た
。
但
し
、
写
し
な
ど
同
一
文
書
が
あ
る
場
合
は
重
複
を
避
け
た
。

（
21
）	

註
19
で
掲
出
し
た
吉
原
論
文
。

（
22
）	『
大
日
本
古
記
録　

中
院
一
品
記
』
上
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
。
な
お
『
中

院
一
品
記
』
は
建
武
三
年
二
月
の
他
は
、
暦
応
元
年
（
建
武
五
年
）
の
七
月
ま
で

な
い
。

（
23
）	『
太
平
記
』
に
は
神
田
本
、
西
源
院
本
、
南
都
本
、
今
川
家
本
、
前
田
家
本
な
ど

諸
本
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
神
田
本
と
西
源
院
本
が
古
く
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
西
源
院
本
は
龍
安
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
西
源
院
本
の
書

誌
学
的
な
研
究
と
し
て
は
、
和
田
琢
磨
「
西
源
院
本
『
太
平
記
』
の
基
礎
的
研
究　

巻
一
・
巻
二
十
一
の
書
き
入
れ
を
中
心
に
」『
国
文
学
研
究
』
一
九
〇
号
、

二
〇
二
〇
年
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
西
源
院
本
を
底
本
と
し
て
、
岩
波
文
庫
で
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兵
藤
裕
己
が
校
注
し
た
『
太
平
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
鷲
尾
順
敬

校
訂
『
太
平
記
』
西
源
院
本
、
刀
江
書
院
、
一
九
三
六
年
を
用
い
た
。

（
24
）	
註
23
『
太
平
記
』
第
十
六
巻
。

（
25
）	

註
23
『
太
平
記
』
第
十
六
巻
。

（
26
）	

註
23
『
太
平
記
』
第
十
七
巻
。

（
27
）	

註
23
『
太
平
記
』
第
十
八
巻
。

（
28
）	『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
53　

夕
拝
備
急
至
要
抄
・
参
議
要
抄
』
八
木
書
店
、

二
〇
一
二
年
。

（
29
）	

註
23
『
太
平
記
』
第
十
七
巻
。

（
30
）	

ほ
ぼ
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
の
が
『
中
院
一
品
記
』
の
巻
五
紙
背
文
書
に
あ
る
書
状

で
あ
る
。
中
院
通
冬
に
出
し
た
書
状
で
、
暦
応
三
年
十
一
月
の
賀
茂
臨
時
祭
に
関

わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
註
22
所
収

（
31
）	『
史
料
纂
集　

師
守
記
』
六
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
二
年
。
現
在
は
八

木
書
店
に
移
管
す
。


